
 

日時：令和 7年 10月 22日（水）13:00～15:00 

場所：KKRホテル名古屋 福寿の間 

 

 

会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

 ３ 議事 

(1) 名古屋城埋蔵文化財収蔵展示施設の設置について ＜資料 1＞ 

(2) 園内サイン改修について ＜資料 2＞ 

 

４ 報告 

(1) 外堀排水路の改修について ＜資料 3＞ 

(2) 名古屋城本丸御殿長期保全計画策定について ＜資料 4＞ 

 

５ その他 

 

６ 閉会 

 

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議（第 68 回） 
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麓 和善 名古屋工業大学名誉教授  

三浦 正幸 広島大学名誉教授  

藤井 譲治 京都大学名誉教授  
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渋谷 啓一 

（リモート） 
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① 名古屋城埋蔵文化財収蔵展示施設の設置 

について 

議事 

Ｎ 
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③ 外堀排水路の改修について 

報告 

② 園内サイン改修について 

④ 名古屋城本丸御殿長期保全計画策定につ

いて 

② 
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令和 7年度（2025 年度） 事業予定について（イメージ）                                              R7.10.22 時点 

事  項                    月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

【天守閣整備事業】（Ｈ29（2017）年度～） 

○天守台及び周辺石垣の保存対策 
   

 

        

【水堀の活用（舟運）】（Ｒ４（2022）年度～） 

  ○船着場設置工事 
          

  

【本丸搦手馬出周辺石垣の修復】（Ｈ14（2002）年度～） 

○積み直し工事 
            

【植栽管理計画の実施】（Ｒ７（2025）年度～） 

○植栽管理計画の実施 
    

 
   

 
   

【園路改修計画の策定】（Ｒ５（2023）年度～） 

○園路改修工事 
         

 
  

【園内サイン改修】（Ｒ５（2023）年度～） 

○園内サインの作成・改修工事 
      

 
   

  

【二之丸庭園の保存整備】（Ｈ25（2013）年度～） 

○修復整備工事 

 
      

 
   

 

【表二の門等の保存修理】（Ｒ元（2019）年度～） 

○表二の門雁木復元検討等 
       

 
    

【本丸御殿長期保全計画の策定】（Ｒ６（2024）年度～） 

○長期保全計画策定 
          

 
 

【特別史跡名古屋城跡の石垣保存方針策定】（Ｒ４（2022）年度～） 

 〇石垣保存方針策定 
     

 
    

 
 

【重要文化財建造物等保存活用計画の策定】（Ｒ６年（2024）度～） 

〇保存活用計画策定 
          

 
 

(参考)本丸外の無料化実証実験（Ｒ７(2025）年度)             

※ ◎：計画の策定や現状変更許可の取得に係る内容を全体整備検討会議に付議する想定時期 
 
 
  

石垣保存対策 

（修復及び補修を実施する具体的な範囲や手法について） 

植栽管理計画の実施 

修復整備工事 

雁木復元検討等 

長期保全計画策定 

船着場設置工事 

積み直し工事 

園路改修工事 

◎ ◎ 

石垣保存方針策定 

保存活用計画策定 

 

◎

園内サインの改修工事 

◎ 

◎ ◎ 

◎ 
◎ 

園内サインの作成 ◎

実証実験 
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名古屋城埋蔵文化財収蔵展示施設の設置について 

 

１ 趣旨 

名古屋城では特別史跡の保存と活用を目的とし、各種整備を進めるため、遺跡の現状を

記録し歴史や文化を研究するために発掘調査を行っている。その過程において国民共有の

貴重な歴史的財産である埋蔵文化財が多く出土しているが、現状としては埋蔵文化財を適

切に管理するための収蔵庫が不足しており、また公開・活用する環境も整っていない。 

そこで本事業では名古屋城御深井丸に「見せる収蔵庫」の機能を持ったユニットハウス

を設置することで、文化財を適切に保存する環境と公開する場を同時に構築することを目

的として実施する。 

 

２ 埋蔵文化財収蔵庫の現状と課題 

（１）現状 

名古屋城調査研究センターは令和元（2019）年度に設置され、発掘調査を開始している

が、名古屋城として自前で発掘調査を開始したのは平成 29（2017）年度からとなっている。

発掘調査で出土した埋蔵文化財は、収納用の箱（60 センチ×40 センチ×15 センチ）で保

管・管理しており、この箱数に換算すると名古屋城では令和 6（2024）年度までの発掘調査

により、1,356箱分の埋蔵文化財を保管している 

 

（２）課題 

出土した埋蔵文化財は主に名古屋城調査研究センターの事務所 1 階の収蔵庫に保管して

いる。しかしながら図 2、図 3に示すとおり、過去に実施した発掘調査の出土品で保管場所

が不足している状況である。 

  

   

図 1 調査研究センター    図 2 収蔵庫通路      図 3 収蔵庫全体 

 

 

 

 

 

３ 埋蔵文化財収蔵展示施設の設置 

（１）方針 

設置にあたっての方針は以下のとおり。 

・特別史跡から出土した埋蔵文化財として適切に保存するため、設置場所は名古屋城調

査研究センターの事務所に隣接する形とし、大きさは事務所より一回り小さいものと

する（約 23ｍ×約 4.5ｍ×約 3ｍ）。また埋設管の工事は実施しない。 

・調査研究センター事務所と同様に期間を限定しての設置とするため、一般的に市販さ

れており、工期が短く将来的に移設が可能となるユニットハウスにて調達を行う。 

・基礎は鉄筋コンクリート造の直接基礎とし、地面を掘削せず、現状地盤の不陸調整の

ために土木シート養生のうえ砕石を敷き、その上に基礎を設置する。 

・出土した埋蔵文化財を適切に保管する「保管スペース」に加え、ガラス越しに埋蔵文

化財等を鑑賞できる「展示スペース」を設ける。 

 

（２）配置図 

    

             図 4 収蔵展示施設 配置図 

 

（３）イメージパース 

  
図 5 外観              図 6 内観 
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